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千葉県三番瀬再生計画（事業計画）について（答申） 

平成１８年３月２８日付け企調第４９１号で諮問のありましたこのこと

については、別添のとおり答申します。 

なお、事業計画の推進に当たっては、県の予算措置はもとより県民参加に

よる新たな財源確保について検討するとともに、事業の進捗が県民に分かり

やすいように達成イメージを示すなどの配慮を願います。 

また、漁業振興に係る計画事業の実施に当たっては、漁業者の意見はもと

より、三番瀬再生会議及び三番瀬漁場再生検討委員会での審議を踏まえて、

取り組むことを要望します。 

さらに、三番瀬の再生・保全・利用のための条例の制定及び三番瀬のラム

サール条約への登録促進については、県民、県議会、地元市及び漁業者等の

合意が得られるよう具体的で目に見える努力を行うことを要請します。 

（案）



 
 
 
 
 
 
 

答申原案 
（事業計画素案第１章） 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第１章 事業計画の概要                                                     

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第２節 第１次事業計画の構成と事
業の時間軸整理」 
  
 
そして、本事業計画では、この中か
ら、計画期間内に具体的な取組を行
う、継続的事業、緊急・早期着手事業、
中期的事業について、その内容を記載
しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「表 事業の時間軸の整理」 
「継続的事業」説明欄 
 
現時点（平成１７年度）で、既に事
業に着手しており、計画期間内は継続

内容について、以下のように追加さ
れたい。 
 
 
そして、本事業計画では、この中か
ら、計画期間内に具体的な取組を行
う、継続的事業、緊急・早期着手事業、
中期的事業について、その内容を記載
しています。 
なお、複数の節にまたがる事業や相

互に関係する事業については、調整を
図り総合的な施策の展開を進めてい
きます。 
また、原則として県が主体となって
取り組む事業を中心に事業計画はま
とめておりますが、複数の主体が関係
する事業に関しては、あらかじめ県
が、関係する主体と協議し、それぞれ
の事業目標が達成できるよう調整を
行うこととします。 
 
 
内容について、以下のように修正さ
れたい。 
 
現時点（平成１７年度）で、既に事業
に着手しているものであり、三番瀬の

 
 
 
 
三番瀬再生事業は個々の事業が、相

互に関係して来るものが多く、再生事
業全体を見ながら事業間又は節毎の
施策間の調整又は総合化を図ること
が重要である。 
また、事業主体も複数にまたがる事

業が多々あり、目標達成のため、それ
らの調整も県が行う必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特に継続的事業は、その目的が三番
瀬の再生以外も含むものが多数ある
ことから、三番瀬の再生への寄与とい
う視点から継続してきた内容を検討
し、継続・充実する必要がある。 

計画素案 
１頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
２頁 
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し、若しくは充実させて実施するもの
 

再生への寄与という視点から検討し、
計画期間内は継続、若しくは充実させ
て実施するもの 

「第３節 第一次事業計画における
主な取り組み」 
 
１ 三番瀬の自然再生のための具体
的施策 
 
 
生物多様性の回復や海と陸との連
続性を回復し、・・・・・干出域の拡
大、海と陸との自然なつながり（後背
湿地など）を増やすことなどが重要で
す。 
このため、本事業計画では、必要な
調査検討を行った後、多様な環境の再
生の試みとして、淡水導入の試験や干
潟化の試験を実施します。 
 
 なお、汽水的な環境を創出するた
めの淡水導入等の実施については、現
時点では科学的知見が十分といえな
いことから、・・・・・事業展開に活
用していきます。 
 
 
また、自然（湿地）再生について
は、・・・重要な事業であり、その実
現のため、具体的な調査を進めていき
ます。 

 
 
 
 内容について、以下のように修正さ
れたい。 
 
 
生物多様性の回復や海と陸との連
続性を回復し、・・・・・干出域の拡
大、海と陸との自然なつながりや後背
湿地の回復などが重要です。 
 
このため、本事業計画では、必要な
調査検討を行った後、多様な環境の再
生の試みとして、淡水導入の試験や干
潟的環境（干出域等）形成の試験を実
施します。 
なお、汽水的な環境を創出するため
の淡水導入、干潟的環境（干出域等）
形成促進のための土砂供給の回復等
の実施については、現時点では科学的
知見が十分といえないことから、・・・
事業展開に活用していきます。 

 
また、自然（湿地）再生について
は、・・・重要な事業であり、その実
現のため、具体的な取り組みを進めて
いきます。 

  
 
 
 
 
 
 
かつての湿地等を取り戻す等の観
点から回復とすべき。 
 
 
 
干潟化という言葉は「干出域を形成
する」意味で使われているが、「干潟
的環境(干出域等)を形成」することが
重要である。（第２章第１節との整合）
 
淡水導入と干潟的環境（干出域等）
形成促進のための土砂供給の回復に
ついては相互間連性が高いので併記
しておくべきである。 
 
 
 
自然（湿地）再生については、具体的
に取り組む必要がある。 

計画素案 
２頁～ 
３頁 
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２ 人と自然の共生を実現するための
具体的施策 
 
三番瀬は都市化された地域に残さ
れた貴重な自然であり、・・・人と共
生していくことが重要です。 
このため、漁場の生産力の回復を目
指して、漁業者等との連携によるアオ
サの回収・処理策、藻場の造成試験、
流れづくりなどの漁場環境の改善に
取り組むとともに、ノリ養殖業では養
殖技術の改善や品種改良、アサリ漁業
では安定生産対策等を実施し、三番瀬
の漁業を振興します。 

内容について、以下のように修正さ
れたい。 
 
三番瀬は都市化された地域に残さ
れた貴重な自然であり、・・・人と共
生していくことが重要です。 
このため、三番瀬の生態系や水・

底質環境との関わりに留意しつつ、
生態系バランスのとれた豊かな漁場
の再生に向けた取り組みやノリ養殖
業及びアサリ漁業の生産対策、三番
瀬漁業への理解につながる取組等に
より、三番瀬の漁業を振興します。 

 
 
 
漁業は、環境依存型・環境維持型の

産業であり、漁業と生態系との関わり
を記述する必要がある。 
（第２章第３節との整合） 
一方、個別事業の具体的内容は２章

第３節の計画事業の中に記述されて
いるので、第１章では簡略化する方が
適切である。 

計画素案 
３頁 

４ 三番瀬の自然環境のモニタリン
グ等 
 
４ 三番瀬の自然環境のモニタリン
グ等 

表題について、以下のように修正さ
れたい。 

 
４ 三番瀬再生のためのモニタリン
グと順応的管理等 

三番瀬再生事業はモニタリングを
しながら順応的管理により進めるこ
とが重要であり、再生事業全体に関わ
る事項である。 

計画素案 
４頁 

第３節全体及び第４節全体 第３節全体を第４節とし、第４節全
体を第３節とされたい。 

「第一次事業計画の目標」を「第一
次事業計画における主な取り組み」よ
り前に記述したほうが分かりやすい。

計画素案 
２頁～ 
４頁 

 



 
 
 
 
 
 
 

答申原案 
（事業計画素案第２章） 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第１節干潟・浅海域」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 

 
（第一段落省略） 
 このため、干潟化に関する試験や淡
水導入に関する試験を、必要な調査を
行い検討した上でモニタリングをし
ながら順応的管理により取り組んで
いきます。 
 また、海と陸との自然のつながる場
所をふやすため、行徳湿地の再整備や
漁業者等との連携による藻場の造成
試験を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【第１次事業計画の目標】について、
以下のように修正されたい。 
 

 （第一段落省略） 
このため、淡水導入および土砂供給
方法の課題整理・検討を行い、必要な
調査・検討をした上で干潟的環境（干
出域等）形成に関する試験や淡水導入
に関する試験を実施します。試験にあ
たっては、モニタリングをしながら順
応的管理により取り組んでいきます。 
 また、海と陸との自然のつながる場
所をふやすため、行徳湿地の再整備や
漁業者等との連携による藻場の調査研
究や造成試験を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
淡水導入および土砂供給を行なう
場合、既存のデータ等を活用し、課題
整理や方法の検討が必要であり、長期
計画における１ステップとしての位
置づけも明確にする必要がある。 
干潟化という言葉は「干出域を形成
する」意味で使われているが、「干潟
的環境(干出域等)を形成」することが
重要である。干潟は、本来、陸と海の
連続性が確保され、海だけでなく、河
川、後背湿地と関係深く、波、流れ等
を含めた環境のうえに成り立つ自然
のメカニズムの一部であるという認
識を持ち、その視点を入れる必要があ
る。 
藻場の造成試験と並行して調査研
究を行い、藻場の成立条件を把握し、
適した環境や構成種の検討、場の選定
を行って、環境条件を整える必要があ
る。 

 
 
 
 
 

 
 
計画素案 
６頁 
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【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計画事業】 
 
１ 干潟化（干出域の形成）の試験 
 
・事業名 
 
 
１ 干潟化（干出域の形成）の試験 
 
 
・５か年の目標 
 
 
干潟化試験の実施 
 
 
・事業内容： 

 
 
（第一段落省略） 

【施策の体系図】について、以下の
ように修正されたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
事業名について、以下のように修正
されたい。 
 
１ 干潟的環境（干出域等）形成の検
討・試験 
 

５か年の目標について、以下のよう
に修正されたい。 
 

干潟的環境（干出域等）形成の検討・
試験の実施 
 
事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 
（第一段落省略） 

土砂供給の回復等のためには、河川
等からの淡水導入と干潟的環境の形
成が一体となることが重要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１次事業計画の目標における修
正理由に同じ。 

 
 
 
 
第１次事業計画の目標における修
正理由に同じ。 

 
 
 
 
第１次事業計画の目標における修
正理由に同じ。 
 
 

計画素案 
７頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案
８頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土砂供給の

回復 

干潟化（干出域の形成）

の試験 

汽水的な環

境の創出
淡水導入の試験 

土砂供給の

回復

干潟的環境（干出域等）

形成の検討・試験 

汽水的な環

境の創出
淡水導入の検討・試験 
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 また、三番瀬への土砂の流入と流出
のバランスが全体的に崩れているも
のと推測されることから、緩慢な土砂
供給を人為的に行う等して、干出域の
形成に取り組むことが重要です。 
 このため、干潟再生に関する事例の
収集や現況の把握、課題の整理を行
い、目指す環境、試験場所や規模、工
法・安定性等を検討します。 
 これらの検討を踏まえ、三番瀬の生
態系等への事前の影響予測を行い、干
潟化の試験を小規模に実施し、モニタ
リングをしながら「順応的管理」によ
り取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 淡水導入の試験 
 
・事業名 

また、三番瀬への土砂の流入と流出
のバランスが全体的に崩れているもの
と推測されることから、現在残る干潟
的環境を保全しつつ、緩やかな土砂供
給を河川等から自然にあるいは人為的
に行う等して、干出域の形成に取り組
むことが重要です。 
 このため、三番瀬への土砂供給方法
の課題整理、検討を開始します。その
際、干潟的環境は河川等からの土砂流
入や波・流れ等による土砂移動によっ
て自然に形成されてきたことを踏ま
え、河川・堰・水路等複数のルートに
ついて検討します。また、緩やかな人
為的な土砂供給による干潟的環境再生
に関する事例の収集や現況の把握、課
題の整理を行い、目指す環境、試験場
所や規模、方法・安定性等を検討しま
す。 
 これらの検討を踏まえ、三番瀬の生
態系や漁場環境等への事前の影響予測
を行い、漁業者など関係者と協議しな
がら、干潟的環境形成の試験を小規模
に実施し、モニタリングをしながら「順
応的管理」により取り組んでいきます。 
 

 

 

 

 

 

事業名について、以下のように修正

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
干潟・浅海域という場の再生を検討
する上では、「漁場環境」への影響予
測を行うことが必要である。 
漁場として利用・管理してきた漁業
者の経験的知見を踏まえて検討を進
めることが不可欠であることから、
「漁業者など関係者との協議」を加筆
する必要がある。 

 
 
 
 
第１次事業計画の目標における修
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２ 淡水導入の試験 
 
・５か年の目標 
 
 
淡水導入試験の実施 
 
・事業内容 
 
 
（第一、 第二段落省略） 
 これらの検討を踏まえ、汽水域の創
出効果や三番瀬の生態系、漁業等への
事前の影響予測を行い、淡水導入の試
験を小規模に実施し、モニタリングを
しながら「順応的管理」により取り組
んでいきます。 

されたい。 
 
２ 淡水導入の検討・試験 
 

５か年の目標について、以下のよう
に修正されたい。 
 

淡水導入の検討・試験の実施 
 

事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 

 （第一、第二段落省略） 
 これらの検討を踏まえ、汽水域の創
出効果や三番瀬の生態系、漁場環境等
への事前の影響や効果の予測を行い、
漁業者など関係者と協議しながら、淡
水導入の試験を小規模に実施し、モニ
タリングをしながら「順応的管理」に
より取り組んでいきます。 

正理由に同じ。 
 
 
 
第１次事業計画の目標における修
正理由に同じ。 

 
 
 
干潟・浅海域という場の再生を検討
する上では、経済行為等を含む「漁業」
よりも漁業生産の場を示す「漁場環
境」と記述するほうが適切である。 
「影響」のみだとマイナスの印象が
あるため、積極的に改善される可能性
が伝わるよう、「効果」を加筆する必
要がある。 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第２節 生態系・鳥類」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 

 
 （第一、第二、第三段落省略） 
 そして、三番瀬の中長期的な自然環
境の変動を把握するため、三番瀬の生
物とそれを取り巻く環境に関する定
期的な調査等を継続して実施します。

 
 
 
 

 
【施策の体系図】 
 
 
 
  
 

 
 
【第 1次事業計画の目標】について、
以下のように追加されたい。 
 

（第一、 第二、第三段落省略） 
そして、三番瀬の中長期的な自然環
境の変動を把握するため、三番瀬の生
物とそれを取り巻く環境に関する定期
的な調査等を継続して実施します。 
 さらに、生物多様性の回復の度合い
を県民にわかりやすく示すため、当面
の目標として、回復の目安となる生物
種の選定等を行います。 
 
【施策の体系図】について、以下の
ように追加されたい。 
 
追加 
 
 
 
 
 

 
 
生物多様性の回復のため、県民にわか
りやすい当面の目標として、回復させ
る生物種を選定し、目標の共有化を図
ることが必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
上述の目標を受け、施策の体系図に
も位置づけが必要である。 

 
 
計画素案 
１０頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
１１頁 
 
 
 
 
 
 
 
 

生物多様性の回復

のための当面の目

標の設定

生物多様性の回

復のための目標

生物調査事業 



 

 - 6 -

２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 
提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第２節 生態系・鳥
類」 
 
生物多様性の回復
のための目標生物調
査事業 
 
 
（緊急・早期着手事
業） 

 
 
 
生物多様性の回復の
ための当面の目標生物
種の選定と再生のため
の調査・検討 

  
 
 
生物多様性の回復の度合いを
県民にわかりやすく示すため、
当面の目標として、回復の目安
となる生物種の選定等を行うこ
とが必要です。 
 このため、目標生物種（動・
植物）を選定するとともに、当
該生物の生活史・生態系の中で
の位置付けや生息環境条件等に
ついて、情報や事例を収集しま
す。 
また、その再生に向け、具体
的な対策につながるよう、生物
と環境の関係を整理します。 
 

 
 
 
生物多様性の回復のため、県民
にわかりやすい当面の目標を設
定することが必要である。 
このため、目標生物と生息環境
条件の関係や、過去の生息状況・
減少の過程などを整理し、再生の
ための調査・検討を行う必要があ
る。 
また、県民の賛同を得て再生を
進めるためには、再生が進むプロ
セス等を知ってもらうことも、重
要である。 
例えば、漁業やレジャーを通じ
て人々が親しんできた生物の生
態は、相対的に情報が多く、住民
などに情報提供を求める中で、調
査・検討に多くの人々が参加する
ことが期待される。 

 
 
 
計画素案 
１３頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第３節 漁業」 
 
【第１次事業計画の目標】 

 
 
安定した生産と収入が得られる三
番瀬の漁業を実現するためには、漁場
の生産力の回復を図ることが重要で
す。 
このため、漁業生産の安定に向け
て、流れづくり等の検討やアオサ対
策、藻場の造成試験等の漁場環境の改
善に取り組むとともに、ノリ、アサリ
に関する調査・研究等を進め、三番瀬
の漁業を振興します。 

 
 
【第１次事業計画の目標】につい
て、以下のように修正されたい。 
  
三番瀬の生態系や水・底質環境に係
る他節の諸事業との関連に留意しつ
つ、生態系バランスのとれた豊かな漁
場の再生、漁業の振興による水質浄化
機能の向上、後継者の育成、千産千消
の需給システム構築を図ることによ
り、安定した生産と収入の得られる漁
業の実現を目指すことが重要です。 
この目標を達成するため、第１次事
業計画期間においては、まず流動の停
滞等によって生産性の低下した漁場
の改善方法を検討するとともに、アオ
サ対策、藻場の造成試験等による漁場
環境の改善に取り組み、併せてノリ、
アサリに関する調査・研究等を進めま
す。 
また、漁業者による三番瀬の漁業に
関わる様々な情報発信の取組を支援
して、消費者の理解を求めていきま
す。 

 

 
 
 三番瀬における漁業の位置づけを
以下の視点から再整理し、その上で第
１次事業計画で取り組む目標を記載
することが適当である。 
１ 漁業は、環境依存型・環境維持型
の産業であり、漁業に関する施策の
推進に当たっては、三番瀬の生態系
や水・底質環境に係る他節の諸事業
との関連に十分留意して、生態系バ
ランスのとれた豊かな漁場の再生
及び、漁業の振興による水質浄化機
能の向上に結びつけていく必要が
あること 
２ 漁業者から三番瀬の漁業や漁業
を取り巻く状況を積極的に情報発
信し、消費者の理解を求めること
は、将来にわたり安定した生産と収
入の得られる三番瀬の漁業につな
がり、ひいては漁業後継者の育成の
面からも必要であること 

 
 
計画素案 
１５頁 
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【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           以下、省略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施策の体系図】について、以下の
ように修正されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下、省略 
 
 
 
 
追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 施策の柱のひとつに掲げている「漁
場環境の改善」は、漁場の改善に特化
した表現であるため、他節との関連を
考慮して、基本計画にある「生態系バ
ランスのとれた豊かな漁場の再生」に
変更することが適当である。 
 また、計画事業のうち「三番瀬漁場
環境の改善」は、抽象的な表現である
ため、計画事業の主旨が明確になるよ
う事業名を「低生産性漁場の改善方法
の検討」に変更することが適当であ
る。 
 
 
 
 
 
 漁業者から三番瀬の漁業に関わる
様々な情報を積極的に発信し、消費者
の理解を求めることは漁業の振興に
おいて重要な取組であることから、計
画事業に「漁業者と消費者を結ぶ取
組」として位置づける必要がある。 
 
 

計画素案 
１６頁 

漁場環境の改善 三番瀬漁場環境

の改善 
生態系バランス 

のとれた豊かな 

漁場の再生

低生産性漁場の 

改善方法の検討 

三番瀬漁業の理解

の促進 

漁業者と消費者

を結ぶ取組 
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【計画事業】 
・事業名 
 
 
１ 三番瀬漁場環境の改善 
 
 
 
 
 
・５か年の目標 

 
 
漁業環境改善の推進 

事業名について、以下のように修正
されたい。 
 
 
１ 低生産性漁場の改善方法の検討 
 
 
 
 
 
５か年の目標について、以下のよう
に修正されたい。 

 
三番瀬漁場の生産性改善策の整理と
評価 

事業名の「三番瀬漁場環境の改善」
は抽象的な表現であるため、計画事業
の主旨が明確になるように事業名を
「低生産性漁場の改善方法の検討」に
変更することが適当である。 

 
 
 
 

 
事業名の変更に伴い、５か年の達成
目標を、生産性の低下している漁場の
改善策の整理とその評価に変更する
ことが適当である。 

計画素案 
１７頁 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 
提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第３節 漁業」 
 
８ 漁業者と消費者
を結ぶ取組 

 
 
（継続的事業） 

 
 
「千産千消」やブランド
づくりの取組支援 

 
 
三番瀬の漁業を活性化させる
ためには、漁業への幅広い県民
の理解が必要です。 
このため、県下全域における
取組との整合を図りつつ、「千産
千消」やブランドづくりの取組
等、漁業者による三番瀬の漁業
に関わる様々な情報発信を支援
して消費者との結びつきを深め
ていきます。 

 
 
人と三番瀬との共生において、
三番瀬漁業への理解の深まりと、
海の恵みを地域で共有し合える
ことが緊要なことから、計画事業
にその取組を位置づけるべきで
ある。 

 
 
計画素案 
１９頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第４節 水・底質環境」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 

 
生物多様性を回復し、環境の回復力

を確保するためには、多様な水・底質
環境の回復や流入河川及び東京湾の
水質改善などを進めることが重要で
す。 
このため、行徳湿地と三番瀬との海
水交換の促進等を実施するとともに、
湿地再生に向けた調査などに取り組
みます。 
また、多様な塩分濃度の汽水域の復
活、干出域の拡大を図るため、干潟化
の試験や淡水導入の試験を実施しま
す。 
そして、河川および東京湾の水質改
善や赤潮・青潮の発生抑制を図るた
め、生活排水対策や産業排水対策等を
実施し、流入する汚濁負荷量を削減す
るとともに、水質汚濁の監視や青潮に
関する情報提供を継続して実施しま
す。 

 
 

 
 
【第１次事業計画の目標】について、
以下のように修正されたい。 
 
生物多様性を回復し、環境の回復力
を確保するためには、多様な水・底質
環境の回復や流入河川及び東京湾の水
質改善などを進めることが重要です。
また、水循環系の再生のため、樹林地・
湧水の保全、流入河川の多自然化など
について、海からの視点や海への効果
も長期的な視野に入れながら、自然の
メカニズムが働く豊かな環境を取り戻
すことが重要です。 
このため、行徳湿地と三番瀬との海
水交換の促進等を実施するとともに、
湿地再生の実現などに取り組みます。 
また、海老川流域水循環系の再生や、
再生のモデルケースとして、三番瀬周
辺の小河川等の多自然化などの試みを
行うとともに、環境学習の題材などに
も活用していきます。 
さらに、多様な塩分濃度の汽水域の
復活、干出域の拡大を図るため、干潟
的環境（干出域等）形成の試験や淡水
導入の検討・試験を実施します。 

 
 

 
 
 
計画事業の中で、水質改善以外に
も、水循環系の再生などがあげられて
おり、目標にも入れておく必要があ
る。 
また、三番瀬再生の事業計画である
ことから、海からの視点をもった検討
が必要である。長期的には、森⇒川⇒
海へと、流域の水循環と自然のメカニ
ズムが働くよう再生していく必要が
ある。 

 
 
 
水循環を通じ、三番瀬周辺の小河川
等の再生を図ることにより、三番瀬再
生への端緒にする。また、県民・地域
住民等が、実体験として再生への参加
が可能になる。 

 
 
 
 

 
 
計画素案 
２１頁 
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【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そして、河川および東京湾の水質改
善や赤潮・青潮の発生抑制を図るため、
生活排水対策や産業排水対策等を強化
し、流入する汚濁負荷量を削減すると
ともに、水質汚濁の原因の調査や監視、
青潮に関する情報提供を継続して実施
します。 
 
【施策の体系図】を、以下のように
修正されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加 
  

 
              
                
 
 
 

三番瀬の水環境を良くするために
は、陸域、河川からの化学物質や汚濁
負荷のいっそうの削減が重要である。

 
 
 
 
 
上述の目標を受け、施策の体系図に
も位置づけが必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
２２頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様な水・底質

環境の回復と水

循環系の再生 

海老川流域等の

自然な水循環系

の再生 

行徳湿地再整備

事業 

自然再生（湿地

再生）事業 

多様な水・底質

環境の回復 

海老川流域水循

環系の再生 

行徳湿地再整備

事業 

自然再生（湿地

再生）事業 

三番瀬周辺の小

河川等再生の検

討・試験 
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【計画事業】 
 
１ 海老川流域水循環系の再生（湧水
の保全と再生） 
 
・事業名 
 
 
１ 海老川流域水循環系の再生（湧水
の保全と再生） 
 

 
 
 
 
 
 
・５か年の目標 
 
 
海老川流域の湧水の保全と再生のた
め、雨水浸透対策を促進 
 
 
 
 
・事業内容 
  
 
（第一段落省略） 
 この海老川流域の清らかで豊かな

 
 
 
 
 
 
事業名について、以下のように修正
されたい。 
 
１ 海老川流域等の自然な水循環系の
再生（湧水の保全と再生） 
 
 
 
 
 
 
 
５か年の目標について、以下のよう
に修正されたい。 
 
海老川流域の湧水の保全と再生のた
め、樹林地の保全と再生を図りつつ、
残された湧水源を保全し、まちづくり
のさまざまな場面での雨水浸透対策を
促進等 
  
事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 

 （第一段落省略） 
 このため、樹林地、緑地などの保全・

 
 
 
 
 

 
海老川流域の水循環系の再生にあ
たっては、自然のメカニズムが働くよ
う進めていく必要がある。 
また、雨水浸透施設の設置のほか、
樹林地や緑地の保全など、さまざまな
対策を、関係市や住民と協働しなが
ら、幅広く進めていくことが重要であ
る。 
さらに、真間川流域においても、水循
環系の再生に向け、取り組みを進めて
いく必要がある。 

 
上に同じ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
上に同じ。 
 
 
 
 

 
計画素案 
２３頁 
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流れを創出するため、雨水浸透施設の
設置を奨励するパンフレットの配布
や建築・排水確認申請時における官民
一体となった設置指導を行い、流域住
民の啓発に努め、雨水浸透対策の促進
を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－（２）産業排水対策 
 
 
・事業内容： 
（第一段落省略） 
 この水質総量規制により、段階的に
汚濁負荷量を削減するとともに、事業
場への立入検査等により規制基準の
遵守状況を把握し、必要に応じて処理
施設の改善、設置等の指導を行いま
す。 

再生や、遊水池を多自然化し、河川と
面的につなげることにより、貯水、浸
透、自然浄化、治水機能を高めていく
ことが重要です。 
 この海老川流域の清らかで豊かな流
れを創出するため、まず、流域の市や
住民と協働しながら、既存の樹林地の
保全など内陸部の緑地保全を進めると
ともに、雨水浸透施設の設置を奨励す
るパンフレットの配布や建築・排水確
認申請時における官民一体となった設
置指導を行い、流域住民の啓発に努め、
雨水浸透対策の促進を図ります。 
 また、下水高度処理水の河川への還元
導水事業を推進し、平常時流量の確保
や水質の改善を図ります。 
さらに、真間川流域においても、「真
間川流域水循環系再生構想書」に基づ
き、具体的な実施施策を盛り込んだ行
動計画の策定などに、取り組みます。 
 
事業内容について、以下のように追
加されたい。 
 

 
（第一段落省略） 
 この水質総量規制により、段階的に
汚濁負荷量を削減するとともに、事業
場への立入検査等により規制基準の遵
守状況を把握し、必要に応じて処理施
設の改善、設置等の指導を行います。 
また、排水量の多い事業場について

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
排水量の多い事業場からの汚染は
海域に打撃を与える可能性があるた
め、監視できる仕組みを検討し、徹底
していく必要がある。 
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２－（３）流域県民に対する啓発 
  
 
・ 事業内容 
（第一段落省略） 
このため、リーフレット、ホームペ
ージ等の媒体を用いて広報・啓発活動
を行います。 
 
 

は、汚濁負荷量を自動測定するなど、
異常な負荷の発生を感知し、緊急に対
応できる仕組みを検討し、監視を徹底
していきます。 
 

事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 

  
（第一段落省略） 
このため、自分で使う水の由来、排
水の行方、陸の水利用と海との関係性
を、流域住民に知ってもらうためのマ
ップ等の作成を行うなど、リーフレッ
ト、ホームページ等の各種媒体を用い
て広報・啓発活動を行います。 

 

 
 
 
 
 
東京湾への汚濁負荷の多くが生活
系からの排水であり、自分の流した水
が海につながっていることを認識し
てもらう必要がある。 
特に、日常生活の中で、自分の使う
水がどこから来て、汚した水がどこに
流れていくのかを知ってもらうこと
により、自分の問題として、身近にで
きる水質保全対策を実施してもらう
必要がある。 

 

 
 
 
 
 
計画素案 
２４頁 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 
提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第４節 水・底質環
境」 
 
三番瀬周辺の小河
川等再生の検討・試験 
 
 
（中期的事業） 

 
 
 
再生可能な小河川等の
整理・検討と試験の実施

  
 
 
水循環系の再生のため、モデ
ルケースとして、三番瀬周辺の
小河川等において、多自然化な
ど、再生の試みを行うことが重
要です。 
このため、再生可能な小河川
等を整理・検討し、多自然化と
汽水域や後背湿地の復元など、
自然浄化機能の向上のための取
り組みとして、小規模な試験を
実施します。 
また、再生に際しては、多く
の主体が参加できるよう努め、
試験を通して、自然再生の体験
やノウハウの蓄積を図ります。
  

 
 
 
水循環を通じ、三番瀬周辺の小
河川等の再生を図ることにより、
三番瀬再生への端緒にする。 
また、県民・地域住民等が、実
体験として自然再生への参加が
可能になり、ノウハウを持った人
の育成も可能になる。 
 

 

 
 
 
計画素案 
２４頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                      

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 

「第５節 海と陸との連続性・護岸」
 
【第 1次事業計画の目標】 
 
 
海と陸との連続性の回復を図るた
めには、・・・・・・より良い工夫を
施しながら進めていきます。 

 
 
 
 
 
 また、海と陸との連続性の回復
や、・・・・・湿地の復元など護岸の
海側及び陸側における自然再生の実
現を図るため、調査に取り組みます。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【第 1次事業計画】について、以下
のように修正されたい。 
 
海と陸との連続性の回復を図るた
めには、・・・・・・より良い工夫を
施しながら進めていきます。 
その他、安全性が確保されていない

護岸については、必要な調整・検討を
早急に進めます。 

 
 
 また、海と陸との連続性の回復
や、・・・・・湿地の復元など護岸の
海側及び陸側における自然再生の実
現に取り組みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
塩浜１丁目護岸は、安全性が確保さ
れていないにもかかわらずその整備
主体や手法が整理されていないこと
から、早急に調整・検討する必要があ
る。 
 
 
 
自然再生事業について、５年間の目
標が調査のみというのは、不十分であ
り、自然再生（湿地再生）の実現に取
り組むべきである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
計画素案 
２８頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 18 -

【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計画事業】 
 
自然再生（湿地再生）事業 
 
・５か年の目標 
 
 
自然再生（湿地再生）に向けた調査の
実施 

 
・事業内容 
 
 
検討結果を踏まえて、・・・・・・
・・・・・・・・調整を図りながら、
自然再生の実現に向けた調査に取り
組みます。 

 【施策の体系図】について、以下の
ように修正されたい。 
 
 
 
 
 
 
           追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５か年の目標を以下のように修正
されたい。 
 
自然再生（湿地再生）の実現に向けた
取り組み 
 
事業内容を以下のように修正され
たい。 
 
検討結果を踏まえて、・・・・・・ 
・・・・・・・・調整を図りながら、 
 自然再生の実現に取り組みます。 

事業の追加による修正。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５年間の目標が調査のみというの
は、不十分であり、自然再生（湿地再
生）の実現に取り組むべきである。 
 
 
 
上に同じ。 

計画素案 
２９頁 

安全かつ生態系

に配慮した護岸

改修 

市川市塩浜護

岸改修事業 
安全かつ生態系

に配慮した護岸

改修 

市川市塩浜護

岸改修事業 

護岸の安全確

保の取り組み 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 
事業内容 

節・事業名 
５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 

提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第５節 海と陸と
の連続性・護岸」 
 
護岸の安全確保の取
り組み 
 
 
（緊急・早期着手事
業） 

 
 
 
護岸の安全確保に向け
た具体的な取り組みの
実施 
 

 
 
  
塩浜１丁目をはじめとして、
塩浜２丁目と３丁目の区域以外
にも安全性が確保できていない
護岸があり、特に塩浜１丁目護
岸は早急な改修が必要です。 
このため、三番瀬において安
全性が保たれていない護岸を把
握し、安全かつ生態系に配慮し
た改修がなされるように、市川
漁港の改修も視野に入れながら
事業主体など、必要な調整・検
討を早急に進めます。 

 
 
 
塩浜２丁目、３丁目以外にも安
全性が確保できていない護岸が
あり、特に塩浜１丁目の改修は
２、３丁目と同等に緊急を要し、
先ずは事業主体の調整から早急
に取り組むべきである。 
また、市川市により検討が進め
られている市川市塩浜１丁目の
漁港整備の計画と調整を図る必
要がある。 

 
 
 
計画素案 
２９頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                      

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 

「第６節 三番瀬を活かしたまちづ
くり」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 
 記述なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【施策の体系図】 
 
 記述なし 
 
 
 
 
 

 
 
 
【第１次事業計画の目標】につい
て、以下のとおり追加されたい。 
  
地元市の主体的な取り組みを最大
限尊重しつつ、三番瀬周辺地域全体と
して、より効果的な取り組みが行われ
ることが必要です。 
このため、地元市や住民、地権者、漁
業者、NPO 等の関係者が適切な役割分
担のもと、協力・連携して、三番瀬を
活かしたまちづくりを進めていくこ
とができるよう、所要の場を設定する
などの努力を行っていきます。 
 
【施策の体系図】について、以下の
とおり追加されたい。 
 
追加       追加 
 
 
 
 
 

 
 
 
三番瀬を活かしたまちづくりは広
く地域住民等から期待されていると
ころであり、まちづくりの主体である
各市の計画・構想等や地権者等との取
り組みを尊重しつつ、広域的な調整主
体としての県の役割を明記すべきで
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
新規事業を追加した。 

 
 
 
計画素案 
３１頁 
 
 

三番瀬を活かし

たまちづくりの

推進 

調和のとれたま

ちづくりの取り

組み 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 

提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第６節 三番瀬を
活かしたまちづくり」 
 
三番瀬周辺区域にお
ける調和のとれたま
ちづくりの取り組み 
 
 
（中期的事業） 

 
 
 
三番瀬周辺区域におけ
る調和のとれたまちづ
くり方法の検討に向け
た地域協議の場の設置 
 
 
 

 
 
 
三番瀬周辺区域全体として、
海と人とのつながりや地域文化
を尊重しつつ、三番瀬の再生に
向けたより効果的なとりくみが
行われることが必要です。 
そこで、土地利用計画のあり
方、大規模開発のあり方、海か
ら見た良好な景観の形成の方法
など、三番瀬周辺区域における
全体に調和のとれたまちづくり
方法について検討するため、広
域的な観点から地域協議の場の
設置を図っていきます。 
 

 
 
 
事業計画の目標を実現するた
め早急な取り組みが必要である。
まちづくりについて具体的な
計画作りが進められている地元
市もあり、広域的な観点から三番
瀬周辺区域における全体に調和
のとれたまちづくり方法につい
て協議・検討するための場の設置
など、具体的な取り組みを早急に
行うべきである。 
 

 
 
 
計画素案 
３１頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第７節 海や浜辺の利用」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 

 
三番瀬をふるさとの海として実感
できるようにするためには、人が海と
親しめる場所や機会の確保を図ると
ともに、利用についてのルールづくり
を進めることが重要です。 
このため、・・・・・より良い工夫
を施していきます。 
また、人が三番瀬とふれあい・学ぶ
場として、湿地の復元など自然再生の
実現を図るため、調査に取り組みま
す。 
生態系や漁業に配慮した海や浜辺
の利用について、住民参加のもとでル
ールづくりに取り組んでいきます。 

 
 
 
【計画事業】 
 
ルールづくりの取り組み 
 
・５か年の目標 

 
 
【第１次事業計画の目標】につい
て、以下のように修正されたい。 
 
三番瀬をふるさとの海として実感
できるようにするためには、人が海と
親しめる場所や機会の確保を図ると
ともに、賢明な利用についてのルール
づくり等を進めることが重要です。 
このため、・・・・・より良い工夫
を施していきます。 
また、人が三番瀬とふれあい・学ぶ
場として、干潟的環境（干出域等）形
成に関する試験や、湿地の復元等自然
再生の実現に取り組みます。 
生態系や漁業に配慮した海や浜辺
の利用について、漁業者、地域住民、
利用者等の参加のもとでルールづく
りに取り組んでいくとともに、ルール
の的確な運用を進めていきます。 
 

 
 
 
 
５か年の目標について、以下のよう

 
 
 三番瀬の利用に当たっては、かつて
の生態系の回復を図りつつ、そこから
得られる恵みを持続的に活用するこ
とを旨とする賢明な利用という視点
に立って、住民参加のもとにルールづ
くりを進めていくとともに、既定のル
ールについては適切に運用していく
ことが重要である。 
このことから、第１次事業計画の目
標に「賢明な利用」と「ルールの的確
な運用」を盛り込む必要があります。
また、人が三番瀬とふれあい・学ぶ
ためには干潟の再生は不可欠であり、
第１次事業計画の目標に記述してお
くべきである。 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
三番瀬の利用に当たっては、賢明な

 
 
計画素案 
３２頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
３３頁 
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海や浜辺の利用のルールづくりに向
けた地域協議の場の設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・事業内容 
  

 
将来にわたって人と自然がふれあ
い、・・・・・海や浜辺の利用に当た
ってのルールづくりを進めていく必
要があります。 
 そのため、三番瀬の利用実態を調査
し、関係団体の利用に対する考え方を
整理し、利用者や関係者、関係機関と
情報の共有や意見交換などの地域協
議の場の設置を図っていきます。 
 
 

 
 
 

 

に修正されたい。 
 
海や浜辺の賢明な利用のルールづく
りに向けた地域協議の場の設置 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
事業内容について、以下のように修
正されたい。 

 
将来にわたって人と自然がふれあ
い、・・・・・海や浜辺の賢明な利用
に当たってのルールづくりとルール
の的確な運用が必要です。 
 そのため、三番瀬の利用実態を調査
し、関係団体の利用に対する考え方を
整理し、漁業者、地域住民、利用者、
関係機関等と情報の共有や意見交換
等を行うための地域協議の場の設置
を図っていきます。 
 また、密漁への対策をはじめとする
海や浜辺の利用に関する既定のルー
ルの遵守を図るため、その的確な運用
が図れるよう努力していきます。 

利用という視点に立って、住民参加の
もとにルールづくりを進めていくと
ともに、既定のルールについては的確
に運用していくことが重要であるこ
とから、第１次事業計画の目標に「賢
明な利用」と「ルールの的確な運用」
を盛り込む必要がある。 
なお、新たな枠組によるルール化の
検討を進める一方で、既定のルールに
ついては、周知徹底を図るとともに、
それを担保する取組を強化する必要
がある。 

 
上に同じ。 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業 

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第８節 環境学習・教育」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 
記述なし 

 
 
【第１次事業計画の目標】について、
以下のように追加されたい。 
 
 三番瀬の再生をすすめて行くために
は、より広範に多くの人が三番瀬に関
心を持ち、再生への活動に参加できる
ようにして行く必要があります。 
このため、 
１．環境学習・教育に関する検討委員
会の設置 

２．環境学習・教育に関する人材育 
成 

３．三番瀬に関する環境学習・教育活
動の支援 

を行います。 
 
 
 
 
 

 
 
 第１次事業計画の目標が記載されて
いないが、三番瀬環境学習施設等検討
委員会における議論を踏まえて、少し
でも具体的な目標を書き込むべきであ
るとの理由から目標を記載すべきであ
る。 
 
目標の設定に当たっては、 
１ 既に三番瀬環境学習施設等検討委
員会が設置されており、この検討
会における議論を踏まえて、 

２ 環境学習・教育に関する人材育成
３ 三番瀬に関する環境学習・教育活
動の支援 
を記載する。 

 
 
計画素案 
３４頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第９節 維持・管理」 
 
【第１次事業計画の目標】 
 
  
三番瀬の自然環境の再生は、・・・
が重要です。 
このため、・・・を実施します。 
 
 
 
 
また、・・・・・・を進めます。 
そして、・・・合同調査、自然環境
データベースの構築等を実施、三番瀬
の自然環境のモニタリング体制を確
立します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【第１次事業計画の目標】につい
て、以下のように修正されたい。 
  
三番瀬の自然環境の再生は、・・・
が重要です。 
このため、・・・を実施します。 
さらに、漁業者や地域住民をはじめ

多くの人々が広域的につながりをも
って協働できる様々な手法について
検討を進めます。 
また、・・・・・・・・を進めます。 
そして、・・・合同調査、自然環境
データベースの構築等を実施すると
ともに、水質汚濁や生物多様性の低下
等の環境変化に対応するために、三番
瀬の自然環境のモニタリング体制を
確立します。 
また、クリーンアップ活動等、地元
市や地域住民などによって行われて
いる維持・管理活動や調査活動を支援
して行きます。 
 
 
 
 

 
 
第１次事業計画の目標に、新規事業
として追加提案があった、三番瀬パス
ポート制度（仮称）、三番瀬の維持・
管理活動の支援に対応する記述が欠
けているため、これに対応する記述を
追加すべきである。 
 また、三番瀬の自然環境のモニタリ
ング体制を整える理由を明確にする
ため、これに対応する記述を追加すべ
きである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
計画素案 
３５頁 
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【施策の体系図】 
 
        
       
 
 
        

以下省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計画事業】 
 
事業名 
 
１ ビオトープネットワーク事業 
 
・サブタイトル 

 

【施策の体系図】について、以下の
ように追加されたい。 
 
          
 
 

 

以下省略 

 

追加 

         
 
 
 
              
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業名のサブタイトルについて、以
下のように修正されたい。 

新規事業の提案に伴い、施策の体系
を整理した。提案理由は、下記を参照
されたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビオトープネットワークは、学校の
みならず公園緑地等、また土地所有

計画素案 
３６頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
３７頁 
 

多くの個人

や団体が参

加できる機

会づくり

三番瀬フェスタ開

催事業（第 11 節

広報に記載） 

多くの個人

や団体が参

加できる機

会づくり

三番瀬フェスタ開

催事業（第 11節広

報に記載） 

三番瀬人材バンク

事業（仮称） 

三番瀬パスポート

制度（仮称） 

三番瀬の維持・管理

活動の支援 
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（学校を中心としたビオトープネッ
トワーク） 

 
 
 
・５か年の目標 
 
 
流域を含めた学校を中心としたビオ
トープネットワーク計画の策定 
 
 
・事業内容 
 
 
三番瀬の再生には、・・・が必要で
す。 
このため、学校等を中心とし
て、・・・キーワードとしたビオトー
プネットワーク計画について、・・・
策定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（学校や公園緑地等を中心としたビ
オトープネットワークの形成と展開） 
 
 
 
５か年の目標について、以下のよう
に修正されたい。 

 
流域を含めた学校や公園緑地等を中心
としたビオトープネットワーク計画の
策定と展開 
 
事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 
三番瀬の再生には、・・・が必要で
す。 
このため、学校等を中心とし
て、・・・キーワードとした流域をつ
なぐビオトープネットワーク計画に
ついて、・・・策定します。 
さらに、ビオトープネットワークの展
開を促進するため、住民による生物マ
ップ作りを支援するとともに、個人や
民間企業等の協力を得て生息地の連
続性を確保することによってビオト
ープネットワーク形成を促進するた
めの手法を検討します。 

者、民間企業等の協力によってはじめ
て実現するとの理由からビオトープ
ネットワークの形成と展開というサ
ブタイトルに変更すべきである。 
 
 
ビオトープネットワークは、学校の
みならず公園緑地等、また土地所有
者、民間企業等の協力によってはじめ
て実現するとの理由からビオトープ
ネットワーク計画の策定と展開と変
更すべきである。 
 
 ビオトープネットワークが、上流か
ら三番瀬までの流域をつなぐことを
意識していることを明確にするため、
「流域をつなぐ」を加える。 
ビオトープネットワークの展開を
図るためには、住民によるモニタリン
グや生息地の連続性を確保するため
の地権者の協力が必要なことから、生
物マップ作りの支援や個人や民間企
業の協力によるビオトープネットワ
ーク形成を追加すべきである。 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 
提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第９節 維持・管
理」 
 
三番瀬人材バンク事
業 
 
 
（緊急・早期着手事
業） 

 
 
 
三番瀬人材バンクの創
設 

 
 
 
三番瀬の再生のためには、多
くの県民の参加を促進し、三番
瀬再生に係る人材の活用や紹介
をすることが必要です。 
このため、三番瀬再生にさま
ざまな形で協力できる人材を登
録する人材バンクを創設し、県
の再生事業に協力いただくとと
もに、地元市・ＮＰＯ等から依
頼があったときは、人材の紹介
を行います。 

 
 
 
住民参加による三番瀬の維
持・管理を実現するためには、多
くの県民の参加が必要である。 
この５か年で取り組むべき課
題としては、積極的に人材を登録
し紹介する制度を創設し、その運
用を図ることである。 

 
 
 
計画素案 
３７頁 
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三番瀬パスポート制
度（仮称） 
 
 
（緊急・早期着手事
業） 

三番瀬における地域協
働の促進のための手法
の検討 

三番瀬の再生のためには、多
くの県民の参加を促す地域協働
のしくみづくりが重要です。 
このため、三番瀬の再生に関
わる漁業者や地域住民をはじめ
多くの人々が、広域的に地域協
働を行うことのできる手法（三
番瀬再生計画案で提案された住
民参加活動と千産千消を組み合
わせた地域通貨制度である「三
番瀬パスポート制度（仮称）」等）
について検討を進め、可能なと
ころから直ちに実施して行きま
す。 

多くの県民が参加した三番瀬
再生を実現するためには、三番瀬
に関わる漁業者や地域住民など
多くの人々が、広域的に地域協働
を行うことのできるしくみづく
りが重要である。 
この５か年では、三番瀬再生計
画案で提案された住民参加活動
と千産千消を組み合わせた地域
通貨制度としての「三番瀬パスポ
ート制度（仮称）」などについて
その実現可能性を検討する。 

 

三番瀬の維持・管理活
動の支援 
 
 
（継続的事業） 

三番瀬における維持・管
理活動の支援の継続 

三番瀬再生のためには、県に
よる維持・管理活動のみならず、
関係市や地域住民によって行わ
れている維持・管理活動との連
携が重要です。 
このため、クリーンアップ活
動等、三番瀬において地元市や
地域住民などによって行われて
いる維持・管理活動を引き続き
支援して行きます。 

 三番瀬の維持・管理活動は、地
域住民や広く県民の参加によっ
て行われることが望ましい。 
 この５か年では、クリーンアッ
プ活動等、三番瀬において関係市
や住民によって行われている維
持・管理活動を引き続き支援して
行くこととする。 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第１０節 再生・保全・利用のため
の制度及びラムサール条約への登録
促進」 
 
【計画事業】 
 
事業名 
ラムサール条約への登録促進の取組 
 
・事業内容 
 
 
・・・このような国際的価値を持つ
三番瀬がラムサール条約に登録され
ることは・・・ 
 
 
 
 
 
 
・・・ラムサール条約の趣旨を活か
した三番瀬の再生・保全・利用につい
ての考え方を共有できるよう、関係機
関との連携、関係者との調整を進めま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業内容について、以下のように修
正されたい。 
 
・・・このような国際的価値を持つ
三番瀬が行徳湿地等の関連地ととも
にラムサール条約に登録されること
は・・・ 
 
 
 
 
 
・・・ラムサール条約の趣旨を活か
した三番瀬の再生・保全・利用につい
ての考え方を共有できるよう、関係機
関との連携、漁業者をはじめとする関
係者との調整を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラムサール条約への登録には、「行
徳湿地」との連携を考慮する必要があ
るため、文言を追加すべきである。 
なお、「行徳湿地」は、三番瀬にと

って「後背湿地」として位置付けられ、
事業計画素案にあっても三番瀬の再
生について、重要な位置付けがされて
いる。 
 
ラムサール条約は漁業との共存を
謳っており、また、特に、漁業者に条
約の趣旨を充分理解願う必要がある
ため、調整が必要な関係者の内、漁業
者を例示すべきである。 

 
 
 
 
計画素案 
４０頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業 

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第１１節 広報」 
 
【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
             以下省略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【施策の体系図】について、下記の
とおり追加されたい。 
 

        
 
 
       以下省略 

         
         追加 

                     

 
 
新規事業の提案に伴い、施策の体系
を整理した。提案理由は、下記を参照
されたい。 

 

 
 
計画素案 
４１頁 

 

地域住民の

参加や地域

活動の推進 

三番瀬再生事業

の支援と広報 

三番瀬再生の広報

に係る標語・図案等

の検討 

地域住民の

参加や地域

活動の推進 

三番瀬再生事業の

支援と広報 
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２ 新規事業の提案（３５の計画事業以外に、新たな取組が望まれる事項） 

事業内容 
節・事業名 

５か年の目標 必要性、目的及び取組内容等 
提案理由 

（５か年で取り組むべき理由）
備 考 

「第１１節 広報」 
 
三番瀬再生の広報に
係る標語・図案等の検
討 
 
 
（緊急・早期着手事
業） 

 
 
三番瀬再生の広報に係
る標語・図案等の検討 

 
 
三番瀬の再生のためには、Ｎ
ＰＯなどによる多様な取り組み
を支援し、県民や企業の参加を
促進することが重要です。 
そこで、三番瀬の再生に関わ
るさまざまな分野の人々が共通
に使える再生に係る標語（キャ
ッチコピー）や図案（マーク、
エコラベル）等について検討し、
可能なところから実施して行き
ます。 

  
 
三番瀬再生は、県のみならず、
幅広い主体によって行われるも
のであるが、これらさまざまな主
体が共通に使える標語や図案の
利用が有効である。 
 この５カ年では、三番瀬再生の
標語（キャッチコピー）、図案（マ
ーク、エコラベル）等について検
討し、可能なところから実施して
いく。 

 
 
計画素案 
４２頁 
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１ 事業計画（素案）本文の修正 

第２章 三番瀬の再生に向けて取り組む事業                                             

素案の該当部分  修正意見 修正理由 備 考 
「第１２節 東京湾の再生につなが
る広域的な取組」 
 
【施策の体系図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計画事業】 
 
事業名 
国、関係自治体等との連携による広域
的な取組 
 
・５か年の目標 
 
 
・・・これまで以上に河川流域や東

 
 
【施策の体系図】について、以下の
ように追加されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５か年の目標について、以下のよう
に追加されたい。 
 
・・・これまで以上に河川流域や東

 
 
 
素案に掲げられている項目に加え、
「広範な取組」も施策の一として明示
されるべきである。なお、「広範な取
組」の具体的内容等については、下記
を参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本節の取組については、広報的効果
も期待しうるものであり、当該効果に
関連する内容も目標に掲げるべきであ
る。 

 
 
 
計画素案 
４４頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画素案 
４５頁～ 
４６頁 
 
 
 
 
 

東京湾岸自治体環境保全会議に

よる取組 

東京湾再生のための行動計画と

の連携 

東京湾岸自治体環境保全会議に

よる取組 

東京湾再生のための行動計画と

の連携 

三番瀬の再生に関する広範な取

組 
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京湾周辺の自治体と連携して、広域的
な取組を行います。 
 
 
 
 
 
・事業内容 
 
 
（４）東京湾再生のための行動計画と
の連携 
国土交通省などの関係機関・・・陸
域負荷削減策、海域における環境改善
対策などを、実施します。 

京湾周辺の自治体と連携して、広域的
な取組を行います。このことによっ
て、三番瀬の再生に資するとともに、
東京湾内に残された貴重な自然とし
ての三番瀬の重要性を広く知らしめ
ます。 
 
事業内容について、以下のように追
加されたい。 
 
（４）東京湾再生のための行動計画と
の連携 
国土交通省などの関係機関・・・陸
域負荷削減策、海域における環境改善
対策などを、実施します。 
（５）三番瀬の再生に関する広範な取

組  
上記の取組に加えて、県内や他都県
の類似事例との交流会の開催、河川上
流との経済的社会的交流の強化など、
広域的な連携を図るための広範な取
組を企画し、実施します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【第１次事業計画の目標】として流
域住民への啓発・イベント等の継続的
実施が掲げられており、５か年の目標
について、広報的内容を追加したとこ
ろであり、これらの目標に対応する
「広範な取組」を明示すべきである。

 

 


